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県民ひろば

　

こ
の
春
、民
間
有

識
者
で
つ
く
る
人

口
戦
略
会
議
の
分

析
結
果
が
公
表
さ

れ
、全
国
1
7
2
9

自
治
体
の
約
4
割
に
あ
た
る
7
4
4
自
治

体
が
「
消
滅
可
能
性
」に
該
当
す
る
と
の

内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、先
般
発
表
が
あ
っ
た
人
口
動
態

統
計
で
は
、県
内
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

数
は
１２
年
連
続
で
最
少
を
更
新
し
、合
計

特
殊
出
生
率
も
１
．３
９
と
過
去
最
低
、

出
生
数
は
六
千
人
台
前
半
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
。（
昭
和
４２
年
生
ま
れ
の
私
の

時
代
は
約
二
万
人
）

　

本
県
の
人
口
は
、１
２
７
．７
万
人
が

ピ
ー
ク
で
し
た
が
、近
年
で
は
毎
年
約
一

万
人
（
九
重
町
の
人
口
は
一
万
人
弱
）の

人
口
が
減
少
し
、戦
後
初
め
て
１
１
０
万

人
を
割
り
込
ん
だ
状
況
で
す
。さ
ら
に
こ

の
先
、２
０
５
５
年
前
後
の
本
県
人
口
は

約
８０
万
人
と
予
測
さ
れ
、現
在
か
ら
３０
万

人
近
い
人
口
が
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
代
の
本
県
は
ど
の
様
な
姿
に
な

る
の
か
、県
内
１８
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
ど

の
く
ら
い
の
割
合
で
県
民
が
暮
ら
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
か
、学
校
の
存
続
は
ど

う
な
る
の
か
、心
配
ば
か
り
が
募
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
流
れ
に
あ
っ
て
も
増
え
続

け
て
い
る
存
在
が
外
国
人
在
留
者
で
す
。

県
内
で
も
令
和
元
年
に
一
万
三
千
人
台

だ
っ
た
の
が
、今
や
一
万
八
千
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。因
み
に
イ
ン
ド
の
北
側
に
位

置
す
る
ネ
パ
ー
ル
人
の
県
内
在
留
者
数

は
、令
和
元
年
が
４
２
７
人
、令
和
5
年

は
９
７
１
人
と
倍
増
以
上
で
す
。

　

現
在
県
内
で
は
、ネ
パ
ー
ル
の
ム
シ

コ
ッ
ト
市
と
豊
後
大
野
市
と
が
姉
妹
都

市
の
締
結
に
む
け
て
取
組
を
進
め
て
お

り
、私
ど
も
県
民
ク
ラ
ブ
も
、ネ
パ
ー
ル

共
和
国
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、駐

日
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
を
訪
問
し
、ド
ゥ

ル
ガ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
・
ス
ベ
デ
ィ
特

命
全
権
大
使
と
意
見
交
換
を
し
て
き
ま

し
た
。（
詳
細
は
最
終
頁
に
掲
載
）

　

人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
、ス
ー

パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
、ホ
テ
ル
、農
業
や
漁

業
、そ
の
他
多
く
の
分
野
で
人
手
不
足

に
悩
ま
さ
れ
る
な
か
、外
国
人
材
は
貴

重
な
存
在
で
す
。

　

子
育
て
支
援
や
移
住
施
策
を
積
極
的

に
進
め
る
と
同
時
に
、こ
れ
か
ら
は
外

国
人
住
民
を
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

受
け
入
れ
、多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る

多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
の
進
展
、多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

県
民
ク
ラ
ブ

木
田
　
昇 

（
大
分
市
）


